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経  済

地域金融人材育成プログラム
　中小企業の資金調達は、これまで不動産
担保により金融機関を通じて行われるケー
スが多かったが、今では売掛債権担保保
証や不動産の証券化など様 な々方法による
資金調達が可能となってきている。
　こうした多様な資金調達手段について理
解を深め、金融機関との的確な交渉が進め
られるよう、中小企業の財務担当者向けに
経済産業省が開発したのが「地域金融人
材育成プログラム」である。
　同プログラムは、「財務理論に関する基
礎知識」、「事業ポートフォリオの最適化」等
７項目によって構成されている。
　中小企業が現下の厳しい経営状況を打
開するためには、財務に強い人材の育成が

不可避の課題であるが、資金的にも時間的
にも余裕がない中小企業にとっては、優れ
た財務担当者を育成する機会に中々接す
ることができないのが実情。
　同プログラムは、こうした背景を踏まえて
開発されたものであり、中小企業経営者の
財務に対する意識改革を進める上からも本
格的な普及が急がれている。
　経済産業省では、同プログラムをホーム
ページで公開するとともに、今後各種フォー
ラムを開催する予定であり、民間ベースで
も通信教育講座が開講される。
　中小企業が金融・財務に関する知識・ノ
ウハウを高めることによって、資金調達ひい
ては事業発展の新たな途が切り開かれるも
のと期待されている。
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今
年
の
中
小
企
業
白
書
は
昨
年
同
様
、
二
部
構
成
に

な
っ
て
い
る
。
第
一
部
は
、
平
成
十
五
年
度
の
中
小
企
業

の
景
気
動
向
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
お
り
、
景
気
持
ち
直

し
の
な
か
で
の
中
小
企
業
の
業
況
を
分
析
し
て
い
る
。
第

二
部
は
、
中
小
企
業
の
無
限
の
可
能
性
を
探
る
た
め
、
①

経
済
社
会
の
発
展
・
多
様
性
の
シ
ー
ズ
（
萌
芽
）
と
な
る

中
小
企
業
、
②
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
（
企
業
活
動
の

世
界
規
模
化
）
の
な
か
の
中
小
企
業
、
③
世
代
交
代
と
廃

業
を
巡
る
問
題
、
④
多
様
性
を
確
保
す
る
た
め
の
金
融
、

と
い
っ
た
角
度
か
ら
分
析
を
行
い
、
多
様
な
パ
ー
ト
ナ
ー

と
の
新
し
い
連
携
を
提
唱
し
て
い
る
。

第
一
部　

最
近
の
中
小
企
業
を
巡
る
動
向

　

第
一
部
で
は
、
わ
が
国
経
済
の
最
近
の
動
向
を
概
観
し

つ
つ
、
二
〇
〇
三
年
度
の
中
小
企
業
の
景
気
動
向
、
生
産
・

出
荷
動
向
、
設
備
投
資
及
び
雇
用
動
向
等
に
つ
い
て
分
析

し
て
い
る
。

■
中
小
企
業
の
景
気
動
向

　

二
〇
〇
三
年
度
の
中
小
企
業
の
景
気
動
向
に
つ
い
て
、

一
昨
年
の
春
以
降
、
景
気
は
持
ち
直
し
の
動
き
を
み
せ
て

い
る
が
、
今
回
の
景
気
回
復
局
面
の
特
徴
は
、「
中
小
企
業

は
大
企
業
に
比
べ
て
回
復
に
遅
れ
が
み
ら
れ
る
こ
と
、
中

小
企
業
の
中
で
も
製
造
業
に
比
べ
て
非
製
造
業
で
回
復
に

遅
れ
が
み
ら
れ
る
こ
と
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

又
、
中
小
企
業
の
金
融
環
境
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
三

年
度
に
や
や
緩
和
し
、「
資
金
繰
り
Ｄ
Ｉ
（「
好
転
」
企
業

割
合
か
ら
「
悪
化
」
企
業
割
合
を
差
し
引
い
た
値
）
や
、

借
入
難
易
度
Ｄ
Ｉ
（「
容
易
」
企
業
割
合
か
ら
「
困
難
」
企

業
割
合
を
差
し
引
い
た
値
）は
最
悪
期
を
脱
し
た
も
の
の
、

今
後
の
動
向
に
つ
い
て
引
き
続
き
注
視
が
必
要
で
あ
る
」

と
指
摘
し
て
い
る
。

■
景
気
牽
引
役
の
交
代

　

白
書
で
は
、
景
気
回
復
の
原
因
を
探
る
た
め
に
、
最
終
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需
要
項
目
（
輸
出
、
公
的
固
定
資
本
形
成
＝
公
共
投
資
、

消
費
支
出
等
）
ご
と
の
寄
与
度
を
分
析
し
て
い
る
。
そ
の

結
果
、
一
九
八
〇
年
代
及
び
一
九
九
〇
年
代
前
半
の
景
気

拡
張
期
に
お
い
て
は
、
各
項
目
の
う
ち
民
間
最
終
消
費
支

出
及
び
民
間
企
業
設
備
投
資
の
寄
与
度
が
高
く
、
景
気
回

復
を
牽
引
す
る
両
翼
で
あ
っ
た
。
一
方
、
今
回
の
局
面
で

は
、
純
輸
出
が
大
き
く
プ
ラ
ス
に
寄
与
し
、
公
的
固
定
資

本
形
成
が
マ
イ
ナ
ス
に
寄
与
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
的
で

あ
る
と
分
析
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
今
回
の
回
復
局
面
で
は
、
純
輸
出
と
民

間
企
業
設
備
投
資
の
伸
び
が
相
対
的
に
大
き
く
、
公
共
投

資
を
中
心
と
し
た
公
的
需
要
が
落
ち
込
み
、
民
間
最
終
消

費
支
出
の
伸
び
が
低
迷
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

第
二
部　

多
様
性
が
織
り
な
す 

中
小
企
業
の
無
限
の
可
能
性

　

第
二
部
で
は
、
多
様
性
が
織
り
な
す
中
小
企
業
の
無
限

の
可
能
性
、
中
小
企
業
を
巡
る
新
し
い
動
き
を
分
析
し
て

い
る
。
具
体
的
に
は
、
明
る
い
話
題
で
も
あ
る
「
新
し
い

価
値
を
創
造
す
る
多
様
な
中
小
企
業
」、今
後
取
り
組
む
べ

き
課
題
と
し
て
「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
の
中

小
企
業
」、
再
生
と
新
分
野
進
出
へ
の
課
題
で
あ
る
「
中
小

企
業
の
再
生
、
新
分
野
進
出
を
支
え
る
金
融
」
等
に
つ
い

て
言
及
し
て
い
る
。

■
ニ
ュ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
で 

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
が
進
む

　

広
い
意
味
で
サ
ー
ビ
ス
業
と
定
義
さ
れ
る
分
野
で
は
中

小
企
業
の
様
々
な
試
み
が
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
を
生
み
出
し

て
い
る
。
と
く
に
、
サ
ー
ビ
ス
業
に
つ
い
て
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の

業
種
分
類
を
み
る
と
、
着
実
に
そ
の
数
を
増
加
さ
せ
て
い

る
。

　

二
〇
〇
〇
年
か
ら
二
〇
〇
三
年
に
登
場
し
た
ニ
ュ
ー

サ
ー
ビ
ス
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
、
ホ
ス
ピ
ス
、
ダ
ン
ス
教
室
（
フ
ラ
メ
ン
コ
、
社
交

ダ
ン
ス
）
と
い
っ
た
高
齢
化
に
関
連
す
る
も
の
、
マ
ン
ガ

喫
茶
、
ペ
ッ
ト
関
連
サ
ー
ビ
ス
、
日
焼
け
サ
ロ
ン
、
レ
ン

タ
ル
絵
画
、
テ
コ
ン
ド
ー
道
場
、
中
国
茶
専
門
店
と
い
っ

た
趣
味
、
レ
ジ
ャ
ー
関
連
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン

ナ
ー
、
補
償
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
、

シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー
タ
ー
と
い
っ
た
文
字
通
り
新
し

い
需
要
に
応
じ
た
も
の
、生
ゴ
ミ
処
理
装
置
、Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定

な
ど
新
し
い
技
術
の
発
展
に
基
づ
く
も
の
な
ど
が
あ
る
。

　

ニ
ュ
ー
サ
ー
ビ
ス
市
場
で
活
躍
す
る
事
業
者
は
新
し
い
経

済
社
会
の
微
妙
な
動
き
を
逸
早
く
感
知
し
変
化
す
る
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
活
動
す
る
存
在
と
分
析
し
て
い
る
。

■
中
小
企
業
の
直
接
投
資

　

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
動
き
の
な
か
で
、

中
小
企
業
の
製
造
業
の
海
外
生
産
へ
の
移
行
が
進
ん
で
い

る
。「
企
業
活
動
基
本
調
査
」
に
よ
る
と
、
海
外
子
会
社
を

持
つ
企
業
の
割
合
は
二
〇
〇
二
年
調
査
時
点
で
は
大
企
業

で
二
八
・
五
％
、
中
小
企
業
で
は
九
・
三
％
と
な
っ
て
お

り
、
一
九
九
二
年
調
査
時
点
か
ら
比
較
す
る
と
、
中
小
企

業
の
海
外
進
出
は
漸
増
傾
向
に
あ
る
。

2000年～2003年に新設された新しい業種（抜粋）

海外子会社を保有している企業割合

NTT分類名新設年度NTT分類名新設年度NTT分類名新設年度

介護予防生活支援サービス2002年新設着ぐるみ2000年新設介護サービス（施設）2000年新設

イベントプロダクションテコンドー道場中古車買取り

オートバイ買取ホスピスファイナンシャルプランナ

インターネット広告ＤＮＡ鑑定マンガ喫茶

シルバー人材センター海上タクシー人間ドック

オリジナルプリントグッズ仮面制作模型（ホビーショップ）

銭湯（スーパー銭湯）カーディテイリング2001年新設インターネットカフェ

中国茶専門店再生資源処理補償コンサルタント

ラッピングショップペット関連サービス生ごみ処理装置

アウトレットモールダンス教室（社交ダンス）日焼けサロン

システムインテグレーター2003年新設ログハウス食品衛生

カフェプロバイダー紅茶専門店

ウィークリーマンション各種療法（気功）風船

インテリアコーディネータキャンピングカーレンタル絵画

フリースクールスポーツファングッズビール醸造

鳥獣害防止ダンス教室（フラメンコ）スポーツエージェント

ポスト投函サービス債権管理回収オルゴール
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こ
の
う
ち
中
小
製
造
業
に
限
る
と
、
一
九
九
二
年
調
査

時
点
で
の
七
・
一
％
か
ら
二
〇
〇
二
年
調
査
時
点
の
一
三
・

〇
％
と
、
中
小
企
業
全
体
と
比
べ
て
増
加
傾
向
が
強
く
現

わ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
白
書
で
は
中
小
企
業
の
直
接
投
資
に
よ
る
九
八

年
時
点
の
現
地
法
人
の
う
ち
、
〇
三
年
現
在
も
存
在
し
て

い
る
現
地
法
人
（
以
下
存
続
法
人
と
い
う
）
と
九
八
年
以

降
に
撤
退
し
た
現
地
法
人
（
同
撤
退
法
人
）
に
分
け
、
両

者
の
差
を
分
析
し
て
い
る
。
直
接
投
資
を
実
施
し
た
際
重

視
し
た
項
目
で
は
「
安
価
な
労
働
力
の
確
保
」
を
重
視
し

た
現
地
法
人
が
存
続
し
て
い
る
傾
向
が
あ
る
一
方
、
利
益
動

向
に
つ
い
て
は「
市
場
の
大
き
さ
」「
法
・
税
制
の
整
備
」を
重

視
し
た
現
地
法
人
が
利
益
増
加
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。

■
中
小
企
業
の
世
代
交
代
を
巡
る
問
題
点

　

わ
が
国
は
高
齢
化
社
会
に
向
か
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て

い
る
が
、
企
業
の
経
営
者
に
つ
い
て
は
そ
れ
以
上
の
ペ
ー

ス
で
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。
多
く
の
中
小
企
業
に
と
っ

て
経
営
者
の
引
退
後
と
い
う
問
題
が
浮
か
び
上
が
り
、
事

業
の
承
継
と
い
う
の
は
中
小
企
業
の
最
大
の
問
題
と
な
っ

て
き
て
い
る
と
も
い
え
る
。

　

中
小
企
業
は
大
企
業
と
異
な
っ
て
「
右
腕
」
と
な
っ
て

経
営
を
助
け
て
く
れ
る
人
が
存
在
し
な
い
こ
と
が
多
く
、

経
営
者
の
能
力
の
衰
え
が
企
業
の
存
続
に
影
響
を
与
え
る

可
能
性
が
あ
る
。

　

経
営
者
の
年
齢
と
企
業
の
従
業
者
数
成
長
率
を
み
る

と
、
経
営
者
の
年
齢
が
高
い
ほ
ど
成
長
率
が
低
く
な
り
、

六
〇
歳
を
超
え
る
と
マ
イ
ナ
ス
に
転
じ
て
い
る
。

　

又
、
白
書
で
は
東
京
商
工
リ
サ
ー
チ
の
デ
ー
タ
を
使
っ

て
、
事
業
承
継
後
の
経
過
期
間
と
従
業
者
数
成
長
率
の
関

係
を
分
析
し
て
い
る
。
そ
の
分
析
に
よ
る
と
、
事
業
承
継

三
年
目
ま
で
は
従
業
者
数
の
成
長
率
に
対
し
て
マ
イ
ナ
ス

の
影
響
が
あ
る
。
し
か
し
、
四
年
目
以
降
は
新
社
長
の
就

任
期
間
と
成
長
率
と
の
間
に
有
意
な
関
係
は
み
ら
れ
な
く

な
る
。
影
響
の
強
さ
も
一
年
目
が
最
も
強
く
、
二
年
目
、

三
年
目
と
弱
く
な
っ
て
い
る
。
後
継
者
に
よ
る
新
し
い
経

営
が
軌
道
に
乗
る
ま
で
、
お
お
む
ね
三
年
程
度
か
か
る
と

調
査
結
果
か
ら
分
析
し
て
い
る
。

経営者の年齢と企業の従業者数成長率

直接投資の際に重視した内容とその後のパフォーマンス

自営業主の年齢構成
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■
中
小
企
業
の
多
様
性
と
金
融

　

中
小
企
業
が
そ
の
多
様
性
を
発
揮
し
、
活
躍
す
る
た
め

に
は
円
滑
な
資
金
供
給
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
多
く
の

中
小
企
業
は
資
金
調
達
の
大
部
分
を
借
入
れ
に
依
存
し
て

い
る
が
（
従
業
員
規
模
が
小
さ
い
企
業
ほ
ど
自
己
資
本
で

は
な
く
借
入
金
に
依
存
し
て
い
る
）、必
ず
し
も
思
う
よ
う

に
借
入
れ
が
で
き
て
い
な
い
。
メ
イ
ン
バ
ン
ク
（
借
入
れ

残
高
シ
ェ
ア
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
、
企
業
が
メ
イ
ン
バ

ン
ク
と
認
識
し
て
い
る
金
融
機
関
を
指
す
）
へ
の
借
入
申

込
み
を
し
た
際
に
、
メ
イ
ン
バ
ン
ク
か
ら
思
い
通
り
貸
し

て
も
ら
え
な
か
っ
た
と
回
答
し
た
企
業
の
割
合
を
、
従
業

員
規
模
別
、
年
別
に
示
し
た
調
査
結
果
か
ら
、
従
業
員
規

模
が
小
さ
い
企
業
ほ
ど
、
思
い
通
り
に
貸
し
て
も
ら
い
に

く
い
こ
と
が
窺
え
る
。

　

又
、
白
書
で
は
新
し
い
事
業
活
動
を
行
っ
た
企
業
と
メ

イ
ン
バ
ン
ク
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。

　

三
年
前
の
メ
イ
ン
バ
ン
ク
の
借
入
申
込
み
へ
の
対
応
と

し
て
、「
思
い
通
り
に
貸
し
て
も
ら
え
た
か
」
と
「
も
ら
え

な
か
っ
た
」
企
業
に
分
け
、「
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
や

改
良
」「
新
分
野
へ
の
進
出
」
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
当
然
な

が
ら
、「
思
い
通
り
貸
し
て
も
ら
え
た
」
企
業
の
方
が
積
極

的
に
な
っ
て
い
る
。

■
多
様
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
新
し
い
連
携

　

中
小
企
業
は
好
況
の
時
も
不
況
の
時
も
様
々
な
課
題
を

抱
え
て
い
る
。
し
か
し
、
中
小
企
業
に
は
常
に
新
し
い
も

の
を
生
み
出
す
創
造
力
に
満
ち
た
存
在
で
あ
る
。
そ
の
潜

在
的
能
力
を
発
揮
す
れ
ば
、
数
々
の
課
題
を
克
服
し
、
時

代
の
先
導
者
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
可

能
で
あ
る
。

　

今
後
、
多
様
な
中
小
企
業
が
距
離
を
離
れ
た
他
の
地
域

の
中
小
企
業
と
連
携
す
る
、
あ
る
い
は
異
業
種
、
研
究
機

関
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
連
携
す
る
こ
と
で
中
小
企
業
の
創
造
性

は
さ
ら
に
高
ま
る
で
あ
ろ
う
と
結
ん
で
い
る
。

メインバンクから思い通りに貸してもらえなかった
企業の割合（従業員規模別）

事業承継後の経過期間と従業員数成長率の関係

資金調達構造（2002年度・従業員規模別）
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■
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
と
国
内
基
盤
の
強
化 

に
取
り
組
む
我
が
国
製
造
業

○
我
が
国
製
造
業
の
概
況

　

雇
用
や
中
小
企
業
の
回
復
の
遅
れ
な
ど
が
あ
る
も
の

の
、
我
が
国
製
造
業
は
、
生
産
が
二
〇
〇
二
年
以
来
回
復

傾
向
に
あ
り
、
企
業
収
益
も
二
〇
〇
二
年
下
期
か
ら
増
益

を
継
続
し
て
い
る
。
現
下
の
景
気
回
復
に
は
、
デ
ジ
タ
ル

家
電
な
ど
の
分
野
に
お
い
て
、
完
成
財
メ
ー
カ
ー
と
裾
野

の
広
い
部
素
材
産
業
と
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
研

究
開
発
に
よ
っ
て
、
製
品
を
創
出
し
て
新
た
な
需
要
を
喚

起
し
、
企
業
収
益
、
さ
ら
に
は
新
た
な
研
究
開
発
・
設
備

投
資
を
生
み
出
し
た
「
よ
い
循
環
」
が
寄
与
し
て
い
る
。

デ
ジ
タ
ル
家
電
の
国
内
市
場
規
模
は
、
直
近
三
年
間
で
薄

型
テ
レ
ビ
が
四
・
五
倍
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
ビ
デ
オ
が
三
・
五
倍
、

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
が
二
・
五
倍
に
拡
大
し
て
い
る
。

○
製
造
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
・
中
国
に
お
け
る
事
業
展
開

と
国
内
事
業
環
境

　

中
国
経
済
は
、
二
〇
〇
三
年
に
お
い
て
も
、
九
・
一
％

の
経
済
成
長
を
実
現
。
我
が
国
製
造
業
企
業
は
、
対
中
直

接
投
資
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
資
本
財
や
基
幹
部
素
材

等
を
中
国
に
輸
出
し
、
我
が
国
の
製
造
基
盤
の
強
み
を
活

か
し
た
工
程
間
の
分
業
を
発
展
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
一
方

で
、
中
国
経
済
の
発
展
と
と
も
に
原
材
料
価
格
等
は
国
際

的
に
上
昇
。
ま
た
、中
国
経
済
そ
の
も
の
に
つ
い
て
も
、　

エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
、
税
制
等
の
施
策
の
不
透
明
性
、
知
的

財
産
の
侵
害
、
技
術
ノ
ウ
ハ
ウ
の
流
出
等
に
関
す
る
課
題

が
あ
り
、
こ
れ
ら
課
題
へ
の
対
処
も
必
要
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
我
が
国
製
造
業
企
業
は
、
部
品
・
素

材
製
造
企
業
と
組
立
加
工
企
業
と
の
連
携
に
よ
り
、
迅
速

な
製
品
開
発
や
新
し
い
生
産
機
械
・
技
術
の
導
入
と
い
っ

た
面
で
優
位
性
を
有
し
て
い
る
。
ま
た
、
最
先
端
商
品
を

評
価
し
、
需
要
が
顕
在
化
す
る
国
内
市
場
が
あ
る
こ
と
も

有
利
で
あ
り
、
デ
ジ
タ
ル
家
電
は
、
こ
う
し
た
我
が
国
製

造
業
の
優
位
性
を
活
用
し
て
い
る
。

○
新
た
な
発
展
の
時
代
に
向
け
た
我
が
国
製
造
業
の
取
り

組
み

　

競
争
力
・
収
益
力
の
向
上
に
向
け
、
今
後
我
が
国
製
造

業
が
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
し
て
、以
下
が
重
要
と
な
る
。

①
事
業
展
開
の
選
択
と
集
中
、
事
業
再
編
や
適
切
な
グ

ロ
ー
バ
ル
展
開
な
ど
戦
略
的
な
事
業
展
開

平
成
十
五
年
度
も
の
づ
く
り
白
書
の
概
要

製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製
造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造
基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基
盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤
をををををををををををををををををををををををををををををを
活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
しししししししししししししししししししししししししししししし「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
循循循循循循循循循循循循循循循循循循循循循循循循循循循循循循
環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだ
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

製
造
基
盤
を
活
か
し「
よ
い
循
環
」生
み
だ
す

　

六
月
一
日
、「
平
成
十
五
年
度
も
の
づ
く
り
白
書
（
製
造
基
盤
白
書
）」
が
閣
議
決
定
さ

れ
、
国
会
に
報
告
さ
れ
ま
し
た
。「
攻
め
に
転
ず
る
我
が
国
製
造
業
の
新
た
な
挑
戦
と
製
造

基
盤
の
強
化
」
と
題
し
、
製
造
基
盤
を
活
か
し
た
研
究
開
発
・
設
備
投
資
が
「
よ
い
循
環
」

を
生
み
出
し
た
と
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
競
争
力
・
収
益
力
向
上
へ
の
企
業
改
革
・
革
新

努
力
の
継
続
が
課
題
だ
と
し
て
い
ま
す
。
以
下
、
そ
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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②
技
術
開
発
の
拡
充
・
効
率
化
、
デ
ザ
イ
ン
・
ブ
ラ
ン
ド

力
の
強
化
、
知
的
財
産
保
護
や
標
準
化
の
取
り
組
み

③
企
画
開
発
・
生
産
・
物
流
プ
ロ
セ
ス
の
革
新

④
国
内
生
産
回
帰
・
活
用

⑤
環
境
問
題
へ
の
対
応

⑥
競
争
力
強
化
の
取
り
組
み
を
支
え
る
高
度
な
専
門
人
材

の
育
成

　

な
お
、一
部
の
中
小
製
造
業
に
お
い
て
は
、顧
客
へ
の
直

販
に
よ
り
売
上
や
利
益
率
を
向
上
さ
せ
、商
品
企
画
力
や

需
要
動
向
へ
の
対
応
力
を
高
め
て
い
る
例
も
み
ら
れ
る
。

■
明
日
の
も
の
づ
く
り
を
支
え
る
人
材
の
育
成

○
人
材
の
雇
用
・
労
働
の
現
状

　

景
気
が
着
実
に
回
復
し
、
製
造
業
の
設
備
投
資
が
増
加

す
る
中
、
二
〇
〇
三
年
の
製
造
業
の
雇
用
は
新
規
求
人
が

増
加
傾
向
、
雇
用
者
数
は
下
げ
止
ま
り
傾
向
で
雇
用
は
こ

の
と
こ
ろ
横
ば
い
の
状
況
に
あ
る
。

　

新
規
学
卒
入
職
者
数
は
、
一
旦
落
ち
込
ん
だ
大
企
業
が

回
復
し
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
中
小
企
業
で
は
減
少
し
、
全

体
で
ピ
ー
ク
時
の
半
数
以
下
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
就

業
者
に
占
め
る
五
十
五
歳
以
上
の
割
合
は
全
産
業
を
下

回
っ
て
い
る
も
の
の
、
他
産
業
を
上
回
る
速
度
で
高
齢
化

が
進
展
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、
労
働
災
害
の
死
亡
者

数
は
、
全
産
業
に
お
い
て
対
前
年
比
で
減
少
し
て
い
る
も

の
の
、
製
造
業
で
は
爆
発
・
火
災
な
ど
で
増
加
し
て
い
る
。

○
人
材
育
成
の
取
り
組
み
と
課
題

　

製
造
部
門
に
お
け
る
人
材
の
能
力
低
下
へ
の
懸
念
の
た

め
、
企
業
で
は
Ｏ
Ｊ
Ｔ
、
Ｏ
ｆ
ｆ-

Ｊ
Ｔ
な
ど
の
教
育
の
充

実
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
う
し
た
中
で
、
人
材
育
成
に

力
を
入
れ
て
い
る
企
業
ほ
ど
売
上
高
が
増
加
し
て
い
る
割

合
が
高
い
。
景
気
回
復
基
調
の
中
で
企
業
に
お
け
る
人
材

育
成
の
重
要
性
を
再
認
識
し
、
力
を
傾
注
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

　

製
造
現
場
の
技
能
の
継
承
に
つ
い
て
も
、
六
割
の
企
業

（
大
企
業
で
は
八
割
）
が
危
機
感
を
持
っ
て
い
る
。
こ
う

し
た
危
機
感
を
持
つ
理
由
・
き
っ
か
け
と
し
て
、
現
場
の

高
齢
化
や
不
良
品
の
発
生
、
外
部
環
境
の
変
化
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
企
業
で
は
、
熟
練
技
能
継
承
の

た
め
の
Ｏ
Ｊ
Ｔ
に
よ
る
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
指
導
を
は
じ
め
と

し
た
取
り
組
み
、
熟
練
技
能
を
有
す
る
技
能
者
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
な
ど
、
活
躍
の
場
を
整
備
す
る
こ
と
も
必

要
で
あ
る
。

　

国
際
分
業
体
制
の
構
築
が
進
む
中
で
、
海
外
展
開
と
国

内
雇
用
と
の
関
連
は
薄
く
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
国
内
で

は
、
高
度
な
技
能
・
技
術
を
要
す
る
開
発
・
製
造
が
求
め

ら
れ
て
お
り
、
我
が
国
の
人
材
の
優
位
性
を
活
か
し
た
人

材
育
成
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

○
求
め
ら
れ
る
能
力
と
人
材
育
成
の
方
向
性

　

も
の
づ
く
り
企
業
で
は
、
多
能
工
化
、
改
善
能
力
な
ど

の
技
術
・
技
能
面
の
能
力
の
み
な
ら
ず
、
事
業
環
境
の
変

化
に
対
応
で
き
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
力
や
自
ら
考
え
て
実

践
で
き
る
力
な
ど
の
能
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。一
方
で
、

若
者
の
も
の
づ
く
り
職
種
に
対
す
る
意
識
は
低
い
。
こ
の

た
め
、
官
民
あ
げ
て
、
若
年
技
能
者
の
育
成
や
、
も
の
づ

く
り
に
つ
い
て
早
い
段
階
か
ら
の
意
識
啓
発
を
推
進
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
有

し
、
市
場
ニ
ー
ズ
等
に
も
通
じ
た
総
合
的
な
も
の
づ
く
り

力
を
持
つ
人
材
の
育
成
も
必
要
と
な
る
。
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今
後
の
企
業
の
対
応
等
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
「
高

年
齢
者
雇
用
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」の
制
度
等
が
あ
り
ま
す
。

■
高
年
齢
者
の
雇
用
確
保
措
置

　

企
業
が
定
年
（
六
十
五
歳
未
満
の
も
の
に
限
る
。）
の
定

め
を
し
て
い
る
場
合
、「
定
年
年
齢
の
引
上
げ
」「
定
年
の

廃
止
」
ま
た
は
「
継
続
雇
用
制
度
の
導
入
」
の
い
ず
れ
か

の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
二
〇
〇
六
年
四
月
か
ら
義
務
づ

け
ら
れ
、
二
〇
〇
六
年
度
は
六
十
二
歳
、
二
〇
〇
七
〜
二

〇
〇
九
年
度
は
六
十
三
歳
、
二
〇
一
〇
〜
二
〇
一
二
年
度

は
六
十
四
歳
、
二
〇
一
三
年
度
以
降
は
六
十
五
歳
へ
と
段

階
的
に
引
き
上
げ
て
い
く
も
の
と
す
る
。

　

但
し
、
事
業
主
が
労
使
協
定
に
よ
り
継
続
雇
用
制
度
の

対
象
労
働
者
に
係
る
基
準
を
定
め
、
当
該
基
準
に
基
づ
く

制
度
を
導
入
し
た
と
き
は
、
継
続
雇
用
制
度
を
導
入
し
た

も
の
と
み
な
す
。
こ
の
場
合
、
対
象
は
原
則
と
し
て
希
望

者
全
員
だ
が
、
労
使
協
定
で
一
部
に
限
定
す
る
こ
と
も
で

き
る
。
ま
た
、
経
過
措
置
と
し
て
、
二
〇
〇
六
年
四
月
の

施
行
後
、
大
企
業
で
三
年
間
、
中
小
企
業
で
は
五
年
間
、

協
定
締
結
の
た
め
の
協
議
が
ま
と
ま
ら
な
い
と
き
は
、
事

業
主
の
判
断
で
、
就
業
規
則
等
で
対
象
労
働
者
に
係
る
基

準
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

■
高
年
齢
者
等
の
再
就
職
の
促
進
措
置
等

①
募
集
及
び
採
用
に
つ
い
て
の
理
由
の
提
示

　

事
業
主
は
、
労
働
者
の
募
集
及
び
採
用
を
す
る
場
合
に

お
い
て
、
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
一
定
の
年
齢
（
六

十
五
歳
以
下
の
も
の
に
限
る
。）を
下
回
る
こ
と
を
条
件
と

す
る
と
き
は
、
求
職
者
に
対
し
、
そ
の
理
由
を
示
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

②
求
職
活
動
支
援
書
の
作
成

　

事
業
主
は
、
企
業
側
の
都
合
で
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
高
年
齢
者
等
が
希
望
す
る
と
き
は
、
当
該
高
年
齢
者
等

の
職
務
の
経
歴
、
職
業
能
力
等
を
明
ら
か
に
す
る
書
面
を

作
成
し
、
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

※　

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
超

え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行

さ
れ
る
。
た
だ
し
、
高
年
齢
者
の
雇
用
確
保
措
置
に
つ

い
て
は
、二
〇
〇
六
年
四
月
一
日
か
ら
の
施
行
と
な
る
。

改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改
正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正
高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者
等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等
雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇
用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用
安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定
法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概
要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要

　

改
正
高
年
齢
者
等
雇
用
安
定
法
の
概
要

　
　
　
　
　
　

〜
六
十
五
歳
ま
で
段
階
的
雇
用
延
長
へ
〜

　

去
る
六
月
五
日
、
年
金
制
度
改
革
関
連
法
案
と
合
わ
せ
、
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
改
正
案
が

可
決
・
成
立
し
ま
し
た
。

　

雇
用
と
年
金
と
の
間
に
収
入
の
空
白
期
間
が
生
じ
な
い
よ
う
、
企
業
に
定
年
の
段
階
的
引
き

上
げ
や
廃
止
、
継
続
雇
用
制
度
の
導
入
の
い
ず
れ
か
の
措
置
を
義
務
付
け
る
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
。

高年齢者雇用アドバイザーの利用について
　高年齢者雇用アドバイザーは、定年延長や継続雇用など、高年齢者の活用のための諸条件の整備について、
相談・援助を行います。

 高年齢者雇用の相談・助言 
　企業が定年延長・再雇用・勤務延長など、高年齢者の継続雇用を行う場合には、賃金・退職金・人事管理制度
などの見直し、職場の改善・開発などの整備が必要となります。こうした問題について、企業診断システムの活用
などにより、専門的立場からの知識、経験を生かして相談・助言を行います。
 企画立案サービス 
　企業が継続雇用を行う際、賃金・退職金制度、人事諸規定の見直し、職場の改善・開発、健康管理などの改善
が必要とされる場合があります。これらの具体的改善案を作成し、企業が高年齢者を継続して雇用できるような条
件整備のためのお手伝いをします。このサービスに要する経費は有料となります。（事業主の負担は２分の１）
 企業診断システムの活用 
　相談・助言を行うに当たって、企業における高年齢者の雇用を阻害している要因について総合的に把握・分析
し、問題点を明らかにして、65歳までの継続雇用を実現していくための雇用諸条件の整備及び改善の手がかりを
明示する企業診断システムを活用しています。

お問い合わせ：（社）群馬県雇用開発協会（TEL027－224－3377）
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「
今
、変
革
の
時
…
組
織
の
力
で
挑
戦
！
」

　

毎
年
恒
例
の
中
小
企
業
団
体
全
国
大
会

が
、今
年
は
新
潟
県
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

本
大
会
は
、
全
国
の
中
小
企
業
者
が
一

堂
に
会
し
、直
面
す
る
諸
問
題
を
議
論
し
、

国
等
に
対
し
中
小
企
業
施
策
の
拡
充
・
強

化
を
訴
え
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。
奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

■
日　

時　

十
一
月
十
一
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
前
十
時
〜

■
場　

所　

新
潟
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
「
朱
鷺
メ
ッ
セ
」

■
大
会
内
容

　

議
事（
議
案
審
議
・
意
見
発
表
・
決
議
）

　

宣
言

　

大
臣
祝
辞

表
彰
式（
優
良
組
合
・
組
合
功
労
者
・
中

央
会
優
秀
専
従
者)  

■
参
加
方
法
・
費
用

　

①
大
会
参
加
の
み

　
　

一
人　

六
千
円
（
大
会
参
加
料
）

　

※
現
地
集
合
・
現
地
解
散

　

②
本
会
設
定
コ
ー
ス
（
下
表
の
通
り
）

　
　

一
人　

四
万
四
千
円

　
　

定
員　

四
十
名

　

※
詳
細
は
、
本
会
振
興
課
ま
で

講
演
Ⅰ　

午
後
二
時
〜

テ
ー
マ　
「
国
際
情
勢
と
日
本
の
選
択
」

講　

師　

ハ
ド
ソ
ン
研
究
所　

首
席
研
究
員

　
　
　
　

日

高

義

樹　

氏

講
演
Ⅱ　

午
後
三
時
五
十
分
〜

テ
ー
マ　
「
ト
ヨ
タ
に
見
る
変
革
の
経
営
」

講　

師　

ゴ
ー
ル
ド
ラ
イ
ツ（
有
）社
長

　
　
　
　
（
株
）ス
コ
ラ
・コ
ン
サ
ル
ト
パ
ー
ト
ナ
ー

　
　
　
　

金

田

秀

治　

氏

「
激
動
の
時
代
と
日
本
経
済
の
復
活
」

　

大
企
業
を
中
心
に
景
気
は
緩
や
か
に
回

復
し
つ
つ
あ
る
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
依
然

中
小
企
業
に
は
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
今
夏
も
県
内
中
小
企

業
経
営
者
等
を
対
象
に
、
そ
の
経
営
指
針

樹
立
の
一
助
と
し
て
い
た
だ
き
た
く
、

ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
致
し
ま
す
。
多

数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
開
催
日　

八
月
二
十
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
一
時
三
十
分
〜

■
場　

所　

前
橋
市
マ
ー
キ
ュ
リ
ー
ホ
テ
ル

■
日　

程

《
第
一
部
》
研
修
会

　

午
後
一
時
三
十
分
〜

　

・
開
会
・
主
催
者
挨
拶
／
来
賓
挨
拶

　

・
講
演
Ⅰ
・
Ⅱ

《
第
二
部
》
交
流
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー

　

午
後
五
時
四
十
分
〜

■
参
加
費

　

一
人　

一
万
円（
パ
ー
テ
ィ
ー
費
含
む
）

■
対　

象　

県
内
企
業
経
営
者

■
定　

員　

二
百
名

■
締
切
日　

七
月
三
十
一
日
（
土
）

※
詳
細
は
、
本
会
開
発
課
ま
で
。

（ひだかよしき）
　1935年、愛知県生
まれ。東京大学卒。Ｎ
ＨＫ入社後、外信部、
ニューヨーク支局長、
ワシントン支局長、理
事待遇アメリカ総局長
を歴任。ＮＨＫ審議委
員を最後に退職。
　現在は、ハーバード

大学タウブマン・センター諮問委員。また、ワシント
ンのハドソン研究所首席研究員として、ホワイトハ
ウス及びアメリカ海軍のためのアジア・西太平洋
における日米関係の将来性に関する調査・研究の
責任者を務める他、全米商工会議所会長顧問も務
める。著書に、「どうする、日本」他、多数。

（かねだひではる）
　1932年、富山県生
まれ。富山大学卒。トヨ
タグループの関東自
動車工業㈱入社。長年
にわたり現場改善か
ら生産システム構築
に至るまでの｢モノづ
くり改革｣に幅広く取り
組む。その後、製造戦

略及び生産システム再構築のコンサルティングに
従事。日本の製造業再生のカギとなる「しくみ戦
略」とその実行の方法論をベースに、これからの
企業競争力の焦点である部門戦略展開を担う
チェンジリーダー育成を手がけている。著者に、「ト
ヨタ式最強の経営」他、多数。

�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����

　
　
　

二
〇
〇
四
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー 

�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����

　
　
　

第
五
十
六
回
中
小
企
業
団
体
全
国
大
会 
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回
答
を
得
た
二
百
四
十
七
事
業
所
の
う
ち
、
今
春
卒
業

の
新
規
学
卒
者
を
採
用
し
た
の
は
六
十
七
事
業
所
と
な
っ

て
い
る
。
な
お
、
採
用
実
績
人
数
に
つ
い
て
は
図
表
二
、

平
均
初
任
給
額
に
つ
い
て
は
図
表
三
の
回
答
結
果
と
な
っ

て
い
る
。

　

本
年
の
春
季
賃
金
改
定
状
況
に
つ
い
て
、
回
答
を
得
た

二
百
四
十
五
事
業
所
の
う
ち
、「
賃
上
げ
を
行
っ
た
」の
は
、

百
六
事
業
所
（
四
三
・
三
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

賃
上
げ
状
況
は
、全
産
業
平
均
で
四
千
九
百
四
十
四
円
、

一
・
九
九
％
と
な
っ
て
お
り
、
昨
年
の
賃
上
げ
実
績
（
三

千
三
百
七
十
二
円
、
一
・
三
七
％
）
と
比
較
す
る
と
、
額

千
五
百
七
十
二
円
、率
〇
・
六
二
ポ
イ
ン
ト
の
増
加
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、製
造
業
平
均
で
は
四
千
九
百
八
十
二
円
、

二
・
〇
二
％
（
前
年
比
較
、
額
千
六
百
四
十
四
円
、
率
〇
・

六
六
ポ
イ
ン
ト
増
）、
非
製
造
業
で
は
四
千
七
百
七
十
八

円
、
一
・
八
六
％
（
前
年
比
較
、
額
千
二
百
五
十
五
円
、

率
〇
・
四
一
ポ
イ
ン
ト
増
）
と
い
う
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

春
季
賃
金
改
定
状
況

新
規
学
卒
者
採
用
状
況

夏季賞与：全産業平均325,570円　1.31ヵ月
～対前年比　1.25％増

● 春季賃金改定状況並びに夏季賞与支給見込等調査結果 ●

　図表２　新規学卒者採用実績

大　学　卒短大、高専卒専　門　卒高　校　卒採用
事業
所数 合　計技術系事務系合　計技術系事務系合　計技術系事務系合　計技術系事務系

人人人人人人人人人人人人社

50341618810292091261151167全産業

　図表３　新規学卒者平均初任給額

大　学　卒短大、高専卒専　門　卒高　校　卒
採　　用
事業所数

平　　均
初任給額

採　　用
事業所数

平　　均
初任給額

採　　用
事業所数

平　　均
初任給額

採　　用
事業所数

平　　均
初任給額

社円社円社円社円
全産業平均

28188,21714171,00221166,78550158,751
11186,5887164,7505161,0008150,108事務系

製造業
12191,0846177,45411168,98835159,848技術系
1177,0001150,0003171,0001152,000事務系

非製造業
4186,900－－2162,8106165,000技術系

図表１　春季賃金改定状況
《回答事業所　245社》

　本会では６月10日時点で「春季賃金改定状況並びに夏季賞与支給見込等
調査」（従業員300人以下、450社対象）を行い、247事業所から回答を得た。
　夏季賞与支給見込みにおいては、「支給する」とする事業所は58.7％、「未
定」が29.6％、「支給しない」が11.7％となっている。製造業、非製造業とも昨
年夏の実績額を上回る見通しとなったが、同一業種内においても企業間の
支給格差が見られるなど、依然として経営の厳しさを窺わせる調査結果と
なっている。
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調
査
時
点
（
六
月
一
〇
日
）
に
お
け
る
支
給
予
定
は
、

回
答
を
得
た
二
百
四
十
七
事
業
所
の
う
ち
、
百
四
十
五
事

業
所
（
五
八
・
七
％
）
が
「
支
給
す
る
」
と
し
て
お
り
、

「
未
定
」
が
七
十
三
事
業
所
（
二
九
・
六
％
）、「
支
給
し
な

い
」
が
二
十
九
事
業
所
（
一
一
・
七
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

支
給
予
定
で
有
額
回
答
を
得
ら
れ
た
百
二
十
八
事
業
所

の
平
均
支
給
額
は
、
三
十
二
万
五
千
五
百
七
十
円
、
支
給

率
（
所
定
内
給
与
に
対
す
る
支
給
月
数
）
一
・
三
一
ヵ
月

で
、昨
年
の
支
給
実
績（
三
十
二
万
千
五
百
五
十
五
円
、一
・

三
一
ヵ
月
）
と
比
較
す
る
と
、
額
四
千
十
五
円
増
、
率
は

変
ら
ず
、上
昇
率
一
・
二
五
％
と
い
う
支
給
見
込
み
と
な
っ

て
い
る
。
な
お
、
製
造
業
、
非
製
造
業
と
も
昨
年
の
実
績

額
を
上
回
る
見
通
し
と
な
っ
た
が
、
依
然
と
し
て
、
同
一

業
種
内
に
お
い
て
も
企
業
間
の
支
給
格
差
が
う
か
が
え
る

調
査
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

　図表６　規模別支給見込み（支給額は回答事業所による単純平均で算出）
有　額
回答数

対 前 年 比 較昨年の支給実績本年の支給見込み項目
規模 上昇率支給率支給額支給率支給実績額支給率支給見込額所定内給与

社％ヵ月円ヵ月円ヵ月円円

製　

造　

業

244.020.0410,4131.04259,2221.08269,635250,0441～20人

220.40▲0.011,3571.35337,5671.34338,924253,75821～30人

11▲9.71▲0.14▲42,8391.73441,1491.59398,310251,15531～50人

27▲0.99▲0.03▲3,1861.33322,8471.30319,661245,16551～100人

1210.090.1739,2591.60389,0001.77428,259241,713101～300人

14▲4.50▲0.13▲10,6061.08235,5400.95224,934236,2591～20人非
製
造
業

127.500.0924,6931.24329,1901.33353,883266,34921～30人

41.05▲0.053,8151.42362,2851.37366,100267,25831～50人

251.440.54124,6591.19242,3411.73367,000211,68551～100人

　図表５　業種別支給見込み（支給額は回答事業所による単純平均で算出）
有　額
回答数

対 前 年 比 較昨年の支給実績本年の支給見込み項目
業種 上昇率支給率支給額支給率支給実績額支給率支給見込額所定内給与

社％ヵ月円ヵ月円ヵ月円円
全産業平均 1281.250.004,0151.31321,5551.31325,570248,927

960.20▲0.026581.36333,4971.34334,155248,609平　　　均

13▲1.68▲0.02▲4,7151.26281,4661.24276,751223,660食 料 品

製　
　
　

造　
　
　

業

77.950.0922,6651.20285,0951.29307,760239,485繊維・同製品

327.030.2752,9170.90195,7501.17248,667211,667木材・木製品

7▲0.21▲0.05▲8471.60399,4791.55398,632256,597出 版 ・ 印 刷

8▲3.55▲0.02▲12,4231.14349,6151.12337,192302,406窯業・土石製品

9▲0.61▲0.09▲2,2341.65368,4461.56366,212234,021化 学

173.890.0611,6881.19300,3941.25312,082250,098金属・同製品

233.880.0613,5661.38349,5661.44363,132252,804機 械 ・ 機 器

9▲18.99▲0.28▲81,7641.67430,6031.39348,839251,076そ の 他

325.060.0214,4451.18285,3701.20299,815249,882平　　　均

42.15▲0.124,8751.08226,7920.96231,667242,033運 輸非
製
造
業

1029.650.1455,8930.79188,4870.93244,380263,319建 設

8▲6.56▲0.05▲21,6211.32329,4621.27307,841242,736卸 売

102.760.0610,0871.47366,0011.53376,088245,300サ ー ビ ス

夏
季
賞
与
支
給
見
込
み

図表４　夏季賞与支給予定状況
《回答事業所　247社》
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今
回
訪
問
し
た
ワ
ー
ル
ド
建
築
設
計
監

理
協
同
組
合
は
、土
木
建
築
サ
ー
ビ
ス
業
、

デ
ザ
イ
ン
業
、
木
造
建
築
工
事
業
、
行
政

書
士
業
の
事
業
者
の
集
ま
り
で
、
群
馬
県

と
栃
木
県
の
両
県
に
ま
た
が
る
組
合
。

　

真
夏
の
よ
う
な
日
差
し
が
照
り
つ
け
る

六
月
の
某
日
、
組
合
事
務
局
に
渡
邊
理
事

長
、
原
澤
専
務
理
事
、
中
山
理
事
に
お
集

ま
り
い
た
だ
き
、
お
話
を
伺
っ
た
。

　

組
合
設
立
の
経
緯
に
つ
い
て
渡
邊
理
事

長
は
、「
こ
れ
ま
で
建
築
設
計
事
務
所
は
、

小
規
模
事
業
者
が
多
い
た
め
、
官
公
需
や

大
手
民
間
工
事
に
中
々
参
入
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。こ
う
し
た
現
状
を
打
開
す
べ
く
、

新
た
な
活
動
母
体
と
し
て
選
ん
だ
の
が
協

同
組
合
で
す
。
建
築
設
計
事
務
所
は
独
立

性
が
強
く
、
一
つ
の
組
織
に
ま
と
め
上
げ

る
こ
と
は
難
し
い
も
の
で
す
が
、
幸
い
旧

知
の
間
柄
の
方
を
中
心
に
十
一
社
か
ら
設

立
同
意
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
組

織
化
に
よ
っ
て
、
官
公
需
は
も
と
よ
り
規

模
の
大
き
な
民
間
需
要
に
も
対
応
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ

て
い
ま
す
」
と
語
っ
て
く
れ
た
。

　

公
共
工
事
関
連
予
算
の
削
減
や
低
調
な

民
間
需
要
な
ど
、
建
築
設
計
業
界
を
取
り

巻
く
環
境
は
依
然
厳
し
い
も
の
が
あ
る
中

で
、
共
同
受
注
の
確
保
策
に
つ
い
て
話
を

向
け
る
と
「
日
常
の
営
業
活
動
と
い
え
る

も
の
は
殆
ど
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
で

も
一
定
の
受
注
が
確
保
で
き
る
背
景
に

は
、
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
存
在
が
大
き

い
と
思
い
ま
す
。
特
に
、
新
し
い
施
主
と

の
信
頼
関
係
を
築
く
た
め
に
は
、
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
不
可
欠
で
す
。
最
近
で

は
、
北
海
道
や
海
外
か
ら
も
案
件
が
飛
び

込
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
幅
広
い
情
報

武
装
こ
そ
が
新
規
顧
客
獲
得
に
も
つ
な
が

る
こ
と
か
ら
、
先
ず
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

更
な
る
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
で
す

ね
」
と
秘
策
を
披
露
し
て
く
れ
た
。

　

組
合
事
業
の
柱
で
あ
る
共
同
受
注
事
業

の
実
施
方
法
に
つ
い
て
は
「
組
合
で
受
け

た
案
件
は
、
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加

す
る
こ
と
で
組
合
員
が
得
ら
れ
る
メ
リ
ッ

ト
を
考
え
な
が
ら
配
分
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
当
組
合
は
、
組
合
員
が
個
々
に
研
究

し
た
も
の
を
持
ち
寄
っ
て
独
自
の
ア
イ
デ

ア
を
作
り
上
げ
、
共
同
受
注
に
反
映
さ
せ

て
い
く
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
事
業
に
臨
ん

で
い
る
の
で
、『
組
合
員
は
組
合
か
ら
仕
事

を
も
ら
え
る
の
が
当
り
前
』
と
い
う
こ
と

は
あ
り
得
ま
せ
ん
ね
」
と
強
調
す
る
。

　

今
後
の
抱
負
を
伺
う
と
渡
邊
理
事
長

は
、「
単
に
組
合
員
を
増
や
す
の
で
は
な

く
、
組
合
自
体
の
魅
力
を
高
め
、
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
な
事
業
運
営
に
傾
注
し
て
い
き

た
い
」、
原
澤
専
務
理
事
は
、「
組
合
員
の

潜
在
能
力
を
引
き
出
し
て
い
け
る
組
織
作

り
を
目
指
し
て
い
き
た
い
」、
中
山
理
事

は
、「
組
合
員
と
組
合
の
間
で
仕
事
の

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
が
で
き
る
関
係
を
大
切

に
し
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
て
く
れ
た
。

　

今
回
お
話
を
伺
っ
た
三
人
の
方
々
の
趣

味
を
尋
ね
る
と
、
渡
邊
理
事
長
は
ご
夫
婦

で
の
温
泉
め
ぐ
り
、
原
澤
専
務
理
事
は
、

お
孫
さ
ん
と
の
凧
作
り
、
中
山
理
事
は
野

菜
作
り
で
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
図
っ

て
お
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

ワールド建築設計監理
協同組合

中山理事、原澤専務理事、渡邊理事長、大竹さん

理
事
長　

渡
邊　

豊

所
在
地　

〒
三
七
三
―
〇
〇
三
六

　
　
　
　

太
田
市
由
良
町
一
三
九
二
番
地

電　

話　

〇
二
七
六
―
三
二
―
六
二
八
八

設　

立　

平
成
十
二
年
十
一
月
二
十
二
日

組
合
員　

十
一
人

�

�

�

�

���������

���������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

組合の概要

組合で受注した「エコネットおおた」
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「
え
ん
ぴ
つ
大
使
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

―
― 
京
都
府

　

京
都
市
内
な
ど
の
文
具
店
で
つ
く
る

「
京
都
分
紙
事
務
用
品
協
同
組
合
」
で
は
、

家
庭
な
ど
で
不
要
に
な
っ
た
鉛
筆
を
持
ち

寄
っ
て
も
ら
い
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
子
ど
も

た
ち
に
届
け
る
「
え
ん
ぴ
つ
大
使
」
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
た
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
文
具
店
の
良
さ
を

見
直
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
途
上
国
の

子
ど
も
た
ち
の
教
育
を
支
援
す
る
狙
い
。

　

家
庭
な
ど
で
机
の
中
に
し
ま
わ
れ
た
ま

ま
眠
っ
て
い
る
未
使
用
か
あ
ま
り
使
わ
れ

て
い
な
い
黒
鉛
筆
・
色
鉛
筆
が
対
象
で
、

組
合
加
盟
店
約
百
五
十
店
舗
で
募
っ
た
。

　

集
ま
っ
た
鉛
筆
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
地

雷
被
害
者
の
支
援
活
動
を
し
て
い
る
Ｎ
Ｇ

Ｏ「
テ
ラ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
を
通
じ
て
届

け
ら
れ
る
。

　
「
犯
罪
防
止
」
に
一
役―

― 
埼
玉
県

　

子
ど
も
の
連
れ
去
り
や
、
ひ
っ
た
く
り

な
ど
の
犯
罪
か
ら
市
民
を
守
ろ
う
と
「
戸

田
環
境
整
備
協
同
組
合
」
で
は
、
戸
田
市

や
タ
ク
シ
ー
事
業
者
と
協
力
し
、
業
務
中

に
見
た
り
聞
い
た
り
し
た
事
件
・
事
故
や
、

不
審
者
な
ど
の
情
報
を
直
ち
に
一
一
〇
番

通
報
す
る
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

　

ご
み
収
集
車
は
、
住
宅
街
や
狭
い
路
地

を
通
る
こ
と
が
多
く
、
収
集
時
に
は
車
を

止
め
る
た
め
、
周
囲
を
見
て
い
る
こ
と
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
、
犯
罪
者
に

対
す
る
心
理
的
抑
止
効
果
が
期
待
で
き
る

と
い
う
。

　

ま
た
、
収
集
車
の
車
体
に
は
、「
犯
罪
を

一
掃
し
隊
」
と
書
か
れ
た
黄
色
い
ス
テ
ッ

カ
ー
を
張
る
な
ど
、
犯
罪
の
防
止
に
目
を

光
ら
せ
て
い
る
。

　

男
性
用
か
つ
ら
を
安
価
で
提
供

―
― 
神
奈
川
県

　
「
か
な
が
わ
理
容
美
容
協
同
組
合
」
で

は
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
技
術
を
生
か

し
、
安
い
価
格
で
提
供
で
き
る
セ
ミ
オ
ー

ダ
ー
メ
ー
ド
の
男
性
用
か
つ
ら
の
販
売
を

始
め
た
。

　

右
分
け
、
左
分
け
、
オ
ー
ル
バ
ッ
ク
な

ど
六
つ
の
ス
タ
イ
ル
で
、
色
は
四
種
類
、

サ
イ
ズ
は
三
種
類
、計
百
八
種
類
を
用
意
。

ほ
と
ん
ど
の
人
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と

が
で
き
る
。
ま
た
、
お
客
の
髪
に
合
わ
せ

て
パ
ー
マ
を
か
け
た
り
、
色
や
長
さ
を
合

わ
せ
る
こ
と
も
可
能
。
白
髪
交
じ
り
の
髪

も
合
わ
せ
整
え
ら
れ
る
。

　

大
手
の
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
の
場
合
、
約

七
十
万
円
前
後
か
か
る
が
、
そ
の
約
四
分

の
一
の
一
個
十
七
万
円
程
で
提
供
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

ネ
ッ
ト
で
加
工
品
履
歴―

― 
静
岡
県

　

食
品
メ
ー
カ
ー
な
ど
約
百
四
十
社
で
組

織
し
て
い
る「
こ
だ
わ
り
の
味
協
同
組
合
」

で
は
、
消
費
者
が
食
品
の
生
産
情
報
や
履

歴
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
「
ト
レ
ー
サ
ビ

リ
テ
ィ
ー
（
生
産
履
歴
の
追
跡
）」
の
導
入

を
始
め
た
。

　

組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス

し
、
商
品
の
バ
ー
コ
ー
ド
に
付
い
て
い
る

十
三
け
た
の
数
字
を
入
力
す
る
と
、
産
地

や
生
産
者
の
名
前
、
栽
培
方
法
、
製
造
工

場
で
の
作
業
日
誌
、
流
通
経
路
な
ど
の
履

歴
情
報
が
分
か
る
仕
組
み
で
、
加
工
食
品

へ
の
導
入
は
め
ず
ら
し
い
。

　

豆
腐
、
麺
類
な
ど
、
約
三
十
種
類
か
ら

始
め
、
今
年
中
に
約
三
百
種
類
に
広
げ
る

方
針
で
、
商
品
に
は
「
Ｔ
」
を
デ
ザ
イ
ン

し
た
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
が
付
い
て
い
る
。

　

こ
こ
に
掲
載
し
た
情
報
は
、
全
国
中
央

会
が
全
国
の
組
合
等
に
関
す
る
情
報
を
収

集
・
編
集
し
た
「
地
域
組
合
情
報
」
よ
り

抜
粋
し
た
も
の
で
す
。

　

そ
の
他
、詳
細
情
報
を
ご
希
望
の
方
は
、

本
会
情
報
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。



14

　

前
橋
金
属
団
地
協
同
組
合
（
福
嶋
健
之

助
理
事
長
、
組
合
員
十
五
人
）
で
は
、
組

合
事
務
所
敷
地
内
に
導
入
を
進
め
て
い
た

自
家
発
電
装
置
が
完
成
し
、
こ
の
ほ
ど
電

力
供
給
を
開
始
し
た
。

　

同
組
合
で
は
、
高
度
化
資
金
償
還
後
の

共
同
事
業
の
一
環
と
し
て
、
組
合
員
と
し

て
真
の
メ
リ
ッ
ト
が
享
受
で
き
る
事
業
の

あ
り
方
を
検
討
し
て
き
た
結
果
、
今
回
の

自
家
発
電
装
置
導
入
に
踏
み
切
っ
た
。

　

最
大
四
百
九
十
五
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー

の
出
力
が
可
能
な
発
電
機
二
基
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
て
い
る
発
電
装
置
は
、
共
同
受

電
事
業
に
よ
り
供
給
さ
れ
て
い
る
電
力
の

約
三
十
〜
四
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
補
う
能
力

が
あ
り
、
既
存
の
受
電
設
備
の
安
定
稼
動

に
も
資
す
る
も
の
と
な
っ
た
。

　

設
備
は
リ
ー
ス
契
約
を
結
び
初
期
投
資

は
ゼ
ロ
。
基
本
使
用
料
と
使
用
量
に
応
じ

た
電
気
料
金
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
ー
ビ
ス
会

社
に
支
払
う
も
の
で
、
極
力
組
合
員
の
負

担
を
軽
減
し
て
い
る
。

　

同
組
合
で
は
、「
工
場
団
地
組
合
が
自
家

発
電
装
置
を
導
入
す
る
ケ
ー
ス
は
全
国
的

に
見
て
も
殆
ど
例
が
な
い
だ
け
に
、
稼
動

状
況
を
注
視
し
な
が
ら
、
電
力
の
安
定
供

給
に
努
め
て
い
き
た
い
」
と
し
て
い
る
。

　

群
馬
県
書
店
商
業
組
合
（
高
橋
元
理
理

事
長
、
組
合
員
七
十
七
人
）
で
は
、
五
月

二
十
九
日
、
前
橋
市
の
群
馬
県
民
会
館
に

お
い
て
文
化
講
演
会
を
開
催
し
た
。

　

文
化
講
演
会
は
、四
月
二
十
三
日
の「
世

界
本
の
日（
サ
ン
・
ジ
ョ
ル
デ
ィ
の
日
）」を

記
念
し
て
毎
年
全
国
各
地
で
開
か
れ
て
い

る
。

　

群
馬
県
で
の
開
催
と
な
っ
た
今
回
は
、

直
木
賞
作
家
の
中
村
彰
彦
氏
を
招
き
「
新

選
組
と
幕
末
史
を
読
み
直
す
」
と
題
し
て

講
演
が
行
わ
れ
た
。

　

中
村
氏
は
「
歴
史
は
、
勝
者
に
よ
っ
て

書
か
れ
て
き
た
。
敗
者
の
歴
史
は
、
や
が

て
そ
の
陰
に
埋
も
れ
て
消
え
て
し
ま
う
。

幕
末
維
新
の
動
乱
期
は
、
ま
さ
に
埋
も
れ

た
歴
史
の
宝
庫
で
あ
る
」
と
述
べ
た
上
で

新
選
組
の
思
想
、
人
物
、
事
件
に
つ
い
て

膨
大
な
史
料
か
ら
掘
り
起
こ
さ
れ
た
さ
ま

ざ
ま
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
な
が
ら
、

通
説
の
可
否
を
詳
し
く
検
討
。
著
者
独
自

の
推
理
も
織
り
交
ぜ
な
が
ら
、
幕
末
の
裏

面
史
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。

　

群
馬
県
酒
造
協
同
組
合
（
毛
塚
敬
二
理

事
長
、
組
合
員
四
十
一
人
）
で
は
、
六
月

三
日
、
ウ
ェ
ル
シ
テ
ィ
前
橋
に
お
い
て
、

「
群
馬
の
お
酒
フ
ェ
ス
タ
」を
開
催
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
県
内
の
蔵
元
が
一
堂
に

会
し
て
、
業
務
店
や
一
般
消
費
者
に
群
馬

の
地
酒
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
、
平
成
十
四
年
よ
り
年
二

回
の
ペ
ー
ス
で
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
も

の
で
、
毎
回
大
勢
の
参
加
者
で
賑
わ
い
を

見
せ
て
い
る
。

　

自
家
発
電
装
置
稼
動

前
橋
金
属
団
地（
協
）

前
橋
金
属
団
地（
協
）

直
木
賞
作
家
を
招
き
文
化
講
演

会
を
開
催

群
馬
県
書
店（
商
）

群
馬
県
書
店（
商
）

群
馬
の
お
酒
フ
ェ
ス
タ
を
開
催

群
馬
県
酒
造（
協
）

群
馬
県
酒
造（
協
）

幕末の裏面史を語る中村氏

稼動中の自家発電装置
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今
回
は
、
酒
販
店
・
飲
食
店
を
対
象
に

し
た
「
群
馬
の
お
酒
き
き
酒
会
」
と
一
般

消
費
者
を
対
象
に
、
お
酒
が
当
た
る
抽
選

会
を
織
り
交
ぜ
た
「
群
馬
の
お
酒
を
楽
し

む
会
」
の
二
部
構
成
で
行
わ
れ
た
。

　

会
場
に
は
、
組
合
員
の
中
か
ら
二
十
六

の
蔵
元
が
自
慢
の
地
酒
を
出
品
し
、
来
場

者
に
振
舞
っ
て
い
た
。
会
場
を
埋
め
た
約

二
百
名
の
参
加
者
か
ら
は
、
良
質
な
水
と

杜
氏
の
優
れ
た
技
に
裏
打
ち
さ
れ
た
味
わ

い
深
い
地
酒
に
、
随
所
で
感
嘆
の
声
が
上

が
っ
て
い
た
。

　

同
組
合
に
加
入
す
る
組
合
員
は
、
全
国

新
酒
鑑
評
会
や
国
税
局
鑑
評
会
等
で
金
賞

を
受
賞
し
た
蔵
元
も
多
く
、
各
方
面
か
ら

注
目
を
集
め
て
い
る
だ
け
に
、
今
後
と
も

同
様
な
催
し
を
通
し
て
、
群
馬
の
地
酒
の

魅
力
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
と
し
て

い
る
。

　

群
馬
エ
コ
ロ
ジ
ー
住
宅
協
同
組
合（
福

島
丘
泰
理
事
長
、
組
合
員
十
人
）
で
は
、

五
月
二
十
二
日
、伊
香
保
町
の
県
有
林「
み

ど
り
世
紀
の
森
」
に
お
い
て
、
植
栽
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
た
。

　

同
組
合
は
、
地
域
材
を
活
用
し
て
地
域

の
風
土
に
根
ざ
し
た
家
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
る
だ
け
に
、
森
林
環
境
の
保
全
は
無

視
で
き
な
い
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
回
の
事
業
は
、
森
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
表
す
と
と
も
に
「
環
境
・
循
環
」
と

い
っ
た
テ
ー
マ
に
対
す
る
具
体
的
な
行
動

を
起
こ
す
こ
と
に
よ
り
、「
エ
コ
ロ
ジ
ー
」

に
配
慮
し
た
事
業
を
推
進
す
べ
く
、
地
元

の
行
政
事
務
所
・
森
林
組
合
等
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
て
実
施
し
た
。

　

当
日
は
、
森
林
組
合
か
ら
購
入
し
た
ヒ

ノ
キ
の
苗
百
本
が
植
え
ら
れ
た
。
苗
は
県

に
寄
付
さ
れ
、
数
十
年
の
時
を
経
て
成
長

し
た
原
木
を
将
来
の
組
合
員
が
買
い
取
る

予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　

福
島
理
事
長
は
、「
今
回
の
事
業
を
『
再

生
の
た
め
の
再
投
資
』
と
位
置
づ
け
、
組

合
名
が
示
す
と
お
り
エ
コ
ロ
ジ
ー
に
配
慮

し
た
事
業
と
し
て
将
来
に
亘
っ
て
継
続
し

て
い
き
た
い
」
と
語
っ
て
い
た
。

　

前
橋
市
中
心
部
の
九
つ
の
商
店
街
が
加

盟
す
る
前
橋
中
心
商
店
街
協
同
組
合
（
荒

木
博
一
理
事
長
、組
合
員
三
百
四
十
二
人
）

で
は
、
商
店
街
女
性
部
と
し
て
平
成
十
三

年
に
発
足
し
た
「
ま
ゆ
の
会
」
が
街
の
清

掃
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

清
掃
作
業
は
、
本
年
四
月
に
同
会
の
定

例
会
で
決
定
し
て
以
来
、
毎
週
火
曜
日
の

午
後
三
時
か
ら
、
商
店
街
の
各
所
で
行
わ

れ
て
い
る
。
毎
回
十
人
ほ
ど
参
加
者
が
あ

り
、
揃
い
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
や
サ
ン
バ
イ

ザ
ー
を
身
に
つ
け
、
ゴ
ミ
拾
い
や
草
取
り

に
汗
を
流
し
て
い
る
。

　

同
組
合
の
副
理
事
長
を
務
め
る
ま
ゆ
の

会
の
市
川
代
表
は
、「
中
心
商
店
街
は
そ
れ

ぞ
れ
の
分
野
の
プ
ロ
集
団
で
あ
る
だ
け

に
、
も
っ
と
利
用
し
て
欲
し
い
と
い
う
一

念
か
ら
、
当
会
も
で
き
る
こ
と
か
ら
や
っ

て
い
こ
う
と
始
め
た
の
が
清
掃
作
業
で

す
。
み
ん
な
で
作
業
す
る
こ
と
で
、
会
員

同
士
の
連
帯
感
も
強
ま
り
ま
し
た
。
女
性

の
立
場
か
ら
商
店
街
の
活
性
化
を
実
現
さ

せ
て
い
き
た
い
で
す
ね
」と
語
っ
て
い
た
。

植
栽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
施

群
馬
エ
コ
ロ
ジ
ー
住
宅（
協
）

群
馬
エ
コ
ロ
ジ
ー
住
宅（
協
）

美
し
い
街
並
み
で
商
店
街
を

活
性
化

前
橋
中
心
商
店
街（
協
）

前
橋
中
心
商
店
街（
協
）

多くの来場者で賑わったお酒フェスタ

植栽ボランティアに取り組む組合員

清掃作業に取り組む「まゆの会」メンバー



16

５月分の報告より 情報連絡員だより

― 現況について ―
　韓国や中国は金型産業が成長してお
り、今や日本の技術レベルに追いつく勢
いも見えます。県内の自動車産業や家電
産業などが生産拠点を海外に移し、金型
も海外の調達が進んでいます。取引先か
らのコストダウン要請は一段と厳しく、受
注単価の低迷に苦慮しています。特許取
得などに取り組み競争力を高めている企
業もありますが、何より自社技術を磨き上
げることが活路を拓くために必要不可欠
と言えます。

― 組合事業について ―
　金型は、色 な々形状の製品ができ、量
産と軽量化に貢献しています。多種類の
素材に対応でき、高精度な金型をつくる
ためには、高い技術力が求められます。
それほど奥深い分野であるとは言え、技
術者を養成する機関も少なく、職場内教
育だけでは力が足りないのが実情です。
組合を通じ組合員同士が交流を図り、意
識の向上を図っていけるような視察や研
修会等を活発に行っていくことが重要と
認識しています。

群馬プラスチック金型協同組合

理事　 大 西 章 雄 氏
（情報連絡員）

概　　　　　　　　　　　況景況天気図
製造業は、受注量は回復傾向ながら、受注単価の低迷や原材料価格の上
昇により収益を圧迫。非製造業は、天候不順等の影響もありＧＷ後に盛
り上がりを欠き、売上は低調に推移。全体に、依然として収益好転せず。

４月　　　　５月

�
全　　体

小麦粉は、即席麺が持直し、乾麺等も順調。一方、パン用は天候の影響
等もあり低調、全体では売上の減少が続く。漬物は、梅・調味浅漬製品
の伸びが顕著。酒造は、需要低迷の中、一部「生酒・生貯蔵酒」が好調。

食 料 品

�
製　

造　

業

桐生は低調に推移しているが、和装で浴衣関連の受注、また、服地では
輸出関連の引き合いが増加傾向。ニット生産は、ホールガーメント（無
縫製ニット）中心に受注が好調。レースは、業況の低迷に苦慮。

繊 維 ・ 同 製 品

�
生コン出荷量は、官公需依存度の高い地域での落ち込みが著しい。コン
クリート製品は、原材料価格の上昇分を価格転嫁できず収益は悪化。ブ
ロックは、個人住宅向け製品が好調ながらも、数量少なく、売上は減少。

窯業・土石製品

�
一部の地区では残業も散見されるなど、全体的に受注は堅調に推移。輸
送機器関連を中心に、受注の増加と短納期化が進み操業度は上昇するも
のの、全体に価格は厳しく、収益好転には至っていない。

機 械 ・ 金 属

�
�

原木市場は、梅雨入りを前に入荷量が増加するも、需要不振が続き、安
値相場で推移。段ボールは、得意先からの強い要請もあり環境ＩＳＯ等
への取り組みが進んでいるが、全体に価格低迷により、業況は厳しい。

そ の 他

�
仕入原料価格の上昇分を販売価格へ転嫁し、売上が増加するところも見
受けられるが、全体的に売上は前年並み。生鮮野菜も取引量・価格とも
低調ながら前年並み。水産物は前年割れが続き、業況悪化を懸念。

卸 売 業

�
非
製
造
業

石油は、ＧＷの季節需要に伸びがなく売上は低調に推移。仕入価格の上
昇が続き、販売価格への転嫁が急務。商店街は、イベントによる集客を
図るところも見られたが、全般に来街者は少なく、売上は低調に推移。

小 売 業

�
温泉旅館は、ＧＷ中は例年になく賑わったが、ＧＷ後のウィークデイに
客数が伸び悩み、売上は前年並み。自動車整備も台数が伸び悩み厳しい
業況。不動産は、利便性・住環境の良い物件で実需取引が好調。

サ ー ビ ス 業

�
公共工事受注件数は例年になく少なく、全体に厳しい業況。電気工事は、
受注単価の低迷に苦慮。塗装は、民需の塗り替え工事が好調。鐵構業は、
鋼材価格上昇に伴い販売価格への転嫁が進むも、収益好転には至らず。

建 設 業

�
�

ＧＷ前後に水物関係で例年になく動きが鈍く、その他も全体に荷動きは
低調で、売上は減少。依然として運賃水準が低迷する中、更に運賃値下
げ要請も散見され対応に苦慮。加えて、燃料価格上昇により収益悪化。

運 輸 業

�

依然、収益好転せず依然、収益好転せず

� ������������������������������������
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―
― 
中
小
企
業
庁

　

中
小
企
業
庁
は
、「
平
成
十
六
年
度
中
小

企
業
支
援
計
画
」
を
策
定
し
、
公
表
し
た
。

「
中
小
企
業
支
援
計
画
」
と
は
、
国
が
中

小
企
業
支
援
法
第
三
条
に
基
づ
き
、毎
年
、

中
小
企
業
政
策
審
議
会
の
意
見
を
聴
い

て
、「
経
営
の
診
断
又
は
助
言
、
技
術
に
関

す
る
助
言
を
行
う
事
業
又
は
そ
の
た
め
に

必
要
な
試
験
研
究
を
行
う
事
業
、
中
小
企

業
支
援
担
当
者
を
養
成
す
る
な
ど
の
事
業

で
あ
っ
て
、
国
、
都
道
府
県
等
及
び
中
小

企
業
総
合
事
業
団
が
行
う
も
の
に
つ
い

て
、
そ
の
実
施
に
定
め
る
計
画
」
を
言
う
。

　

同
計
画
の
中
で
、
国
は
、
平
成
十
六
年

度
に
お
い
て
、
中
小
企
業
を
巡
る
環
境
が

厳
し
い
状
況
を
踏
ま
え
、
①
新
事
業
展
開

へ
の
挑
戦
支
援
、
②
再
生
支
援
、
③
中
小

企
業
金
融
の
機
能
強
化
を
柱
に
、
地
域
の

経
済
・
雇
用
を
支
え
る
中
小
企
業
に
対
す

る
新
た
な
総
合
的
支
援
を
実
施
す
る
と
し

て
い
る
。

※
計
画
の
詳
細
は
、
中
小
企
業
庁
の
Ｈ
Ｐ

（http://w
w
w
.chusho.m

eti.go.jp/

        
 
 
         
          
）

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

―
― 
商
工
中
金

　

商
工
中
金
で
は
、昨
年
十
一
月
に
取
引

先
五
千
四
百
五
十
六
社
を
対
象
に
実
施
し

た「
中
小
企
業
の
賃
金
制
度
、雇
用
動
向
等

に
関
す
る
調
査
」の
結
果
を
発
表
し
た
。

▼
現
在
の
賃
金
・
給
与
制
度

　

現
在
の
中
小
企
業
の
賃
金
制
度
は
、「
月

給
制
」を
採
用
す
る
企
業
の
割
合
が
八
〇
・

四
％
と
最
も
高
く
、
次
い
で
「
日
給
制
」

が
九
・
一
％
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
給

与
体
系
は
、「
総
合
給
」（
五
八
・
六
％
）

の
割
合
が
最
も
高
く
、
次
い
で
「
仕
事
給
」

二
五
・
五
％
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

　

給
与
決
定
に
お
い
て
最
も
重
視
す
る
要

素
は
「
個
人
の
業
績
（
考
課
）」（
二
八
・

一
％
）で
あ
り
、以
下
、「
会
社
の
業
績
」（
二

三
・
四
％
）、「
個
人
の
能
力
・
技
能
」（
一

六
・
三
％
）
の
順
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、

こ
れ
ま
で
に
賃
金
制
度
・
給
与
体
系
の
変

更
を
行
っ
た
企
業
の
以
前
（
変
更
前
）
の

賃
金
制
度
は「
月
給
制
」、給
与
体
系
は「
属

人
給
」
が
最
も
多
く
、
給
与
決
定
に
お
い

て
最
も
重
視
す
る
要
素
の
割
合
は
「
勤
続

年
数
（
定
期
昇
給
）」
が
五
七
・
五
％
と
圧

倒
的
に
高
か
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
賃
金
制
度
・
給
与
体
系
の

変
更
を
行
っ
た
企
業
は
全
体
の
八
〇
・
八

％
で
あ
る
。こ
れ
ら
企
業
の
制
度
導
入（
変

更
）時
期
と
そ
の
理
由
に
は
、大
き
な
特
徴

が
あ
る
。「
平
成
四
年
以
前
」の
変
更
理
由

は
、「
業
績
向
上
の
た
め
」（
三
三
・
四
％
）、

「
社
員
の
定
着
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
」（
二

八
・
〇
％
）、「
社
員
の
モ
ラ
ー
ル
ア
ッ
プ
の

た
め
」（
二
五
・
五
％
）と
続
き
、「
人
件
費

（
人
員
）の
削
減
、抑
制
の
た
め
」（
一
〇
・
三

％
）は
最
も
少
な
い
。し
か
し
、「
平
成
十
三

年
以
降
」で
は
、「
業
績
向
上
の
た
め
」（
四

八
・
二
％
）、「
社
員
の
モ
ラ
ー
ル
ア
ッ
プ
の

た
め
」（
三
五
・
二
％
）に
続
き
、「
人
件
費

（
人
員
）の
削
減
、抑
制
の
た
め
」（
三
三
・
四

％
）が
入
っ
て
い
る
。

▼
今
後
導
入
し
た
い
賃
金
・
給
与
制
度

　

現
在
の
賃
金
制
度
・
給
与
体
系
に
対
す

る
満
足
度
は
、「
必
ず
し
も
満
足
し
て
い
な

い
が
、
や
む
を
得
な
い
」（
六
九
・
五
％
）、

「
満
足
」（
一
七
・
三
％
）、「
不
満
」（
一

三
・
二
％
）
と
な
っ
た
。
満
足
し
て
い
な

い
理
由
は「
評
価
方
法
が
難
し
い
」（
四
六
・

八
％
）
が
、
ま
た
、「
必
ず
し
も
満
足
し
て

い
な
い
が
、
や
む
を
得
な
い
」
理
由
の
割

合
は「
新
た
な
対
応
策
が
思
い
つ
か
な
い
」

（
四
七
・
四
％
）
が
最
も
高
い
。

　

今
後
賃
金
制
度
・
給
与
体
系
を
変
更
す

る
場
合
に
、
適
用
し
た
い
賃
金
制
度
は
、

「
定
額
制
＋
出
来
高
給
」
が
三
三
・
三
％

と
最
も
多
く
、
ま
た
、
給
与
体
系
は「
仕
事

給
」
が
五
〇
・
〇
％
と
最
も
多
い
。

　

な
お
、
給
与
決
定
に
お
い
て
最
も
重
視

し
た
い
要
素
は
、「
個
人
の
業
績
（
考
課
）」

（
五
四
・
六
％
）、「
個
人
の
能
力
・
技
能
」（
二

三
・
六
％
）
等
で
あ
る
。

「
平
成
十
六
年
度
中
小
企
業
支

援
計
画
」に
つ
い
て

「
中
小
企
業
の
賃
金
制
度
、雇
用
動
向

等
に
関
す
る
調
査
結
果
」に
つ
い
て
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六
月
十
五
日
、
前
橋
市
・
群
馬
県
中
小

企
業
会
館
に
お
い
て
「
組
合
等
ｗ
ｅ
ｂ
構

築
支
援
事
業
」
の
説
明
会
を
開
催
し
た
。

同
事
業
は
、
組
合
等
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
構

築
に
対
す
る
全
国
中
央
会
の
補
助
事
業

で
、
今
年
一
月
に
全
国
中
央
会
が
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
公
募
を
行
い
、
本
県
か
ら
四

組
合
が
応
募
し
て
い
た
。

　

当
日
は
応
募
書
類
に
よ
る
書
類
選
考
を

経
て
採
択
さ
れ
た
群
馬
県
菓
子（
工
）、
伊

香
保
温
泉
旅
館（
協
）、
前
橋
薬
業（
協
）、

群
馬
県
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生（
同
）の
四

組
合
の
事
業
担
当
役
員
等
が
出
席
。
全
国

中
央
会
担
当
者
よ
り
、
事
業
の
進
め
方
や

書
類
作
成
上
の
留
意
点
な
ど
に
つ
い
て
詳

細
な
説
明
が
行
わ
れ
た
。

　

六
月
十
日
、邑
楽
郡
大
泉
町
に
お
い
て
、

西
小
泉
商
栄（
協
）を
対
象
に
し
た
組
合
事

業
活
性
化
支
援
事
業
の
集
中
指
導
が
実
施

さ
れ
た
。

　

当
日
は
、「
共
同
宣
伝
・
販
売
促
進
事
業

の
活
性
化
」
を
内
容
に
三
回
予
定
し
て
い

る
集
中
指
導
の
第
一
回
目
と
し
て
実
施
さ

れ
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
販
売
を
ベ
ー
ス
に
イ

ベ
ン
ト
等
の
企
画
・
演
出
を
手
が
け
る

（
株
）五
光
宇
都
宮
店
副
社
長
の
田
中
行
雄

氏
を
専
門
家
に
招
い
て
、「
イ
ベ
ン
ト
の
基

本
的
な
考
え
方
と
テ
ー
マ
作
り
の
ポ
イ
ン

ト
」
を
テ
ー
マ
に
指
導
が
行
わ
れ
た
。

　

田
中
氏
は
、
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
大
前
提

と
し
て
、
商
店
街
の
受
け
入
れ
態
勢
の
整

備
を
強
調
し
、
大
手
小
売
業
が
徹
底
し
た

顧
客
中
心
主
義
の
店
舗
作
り
・
商
品
開
発

に
力
を
入
れ
て
い
る
実
態
を
紹
介
し
た
上

で
、「
い
く
ら
イ
ベ
ン
ト
を
打
っ
て
も
、
各

個
店
が
消
費
者
ニ
ー
ズ
を
無
視
し
た
旧
態

依
然
と
し
た
品
揃
え
・
店
舗
作
り
を
し
て

い
た
の
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
の
効
果
は
期
待

で
き
な
い
」
と
述
べ
、
参
加
者
に
対
し
て

体
質
改
善
の
必
要
性
に
つ
い
て
力
説
。
イ

ベ
ン
ト
企
画
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、
①

参
加
性
、
②
話
題
性
、
③
連
動
性
、
④
継

続
性
を
上
げ
、
成
功
事
例
を
紹
介
し
た
。

組
合
事
業
活
性
化
支
援
事
業
を
実
施

Ｗ
ｅ
ｂ
構
築
支
援
事
業
説
明
会
を
開
催

　

六
月
九
日
、
前
橋
市
・
マ
ー
キ
ュ
リ
ー

ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
六
十
五
歳
継
続
雇
用

事
業
の
第
一
回
達
成
会
議
を
開
催
し
た
。

同
事
業
は
、
本
年
度
よ
り
厚
生
労
働
省
の

委
託
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
る
も
の
で
、

各
種
調
査
事
業
等
を
通
じ
て
継
続
雇
用
の

普
及
推
進
を
図
る
こ
と
が
目
的
。

　

会
議
に
は
、
社
会
保
険
労
務
士
等
の
専

門
家
、
業
界
を
代
表
す
る
組
合
関
係
者
、

群
馬
労
働
局
や
雇
用
開
発
協
会
か
ら
の
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
ら
十
六
名
が
出
席
。
先
ず
事

業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
県
内
企
業
へ
の
実
態

調
査
等
に
つ
い
て
検
討
が
行
わ
れ
た
後
、

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　

六
十
五
歳
ま
で
の
継
続
雇
用
に
対
し
、

組
合
関
係
者
か
ら
業
界
の
状
況
等
に
つ
い

て
説
明
が
な
さ
れ
、
高
齢
者
雇
用
に
積
極

的
に
取
り
組
む
企
業
が
あ
る
反
面
、
導
入

手
続
き
や
そ
の
後
の
事
務
作
業
の
煩
雑
さ

か
ら
導
入
を
決
め
か
ね
て
い
る
企
業
も
少

な
く
な
い
と
の
実
態
が
浮
き
彫
り
に
な
っ

た
。
一
方
、
専
門
家
か
ら
は
、
年
金
制
度

改
革
の
影
響
に
よ
り
、
高
齢
者
雇
用
は
こ

れ
か
ら
の
企
業
経
営
に
と
っ
て
重
要
な
課

題
で
あ
り
、
継
続
雇
用
給
付
制
度
等
各
種

助
成
制
度
を
活
用
し
て
積
極
的
な
導
入
が

望
ま
れ
る
旨
の
説
明
が
行
わ
れ
た
。

　

六
月
八
日
、
渋
川
市
・
群
馬
県
理
美
容

協
会
研
修
室
に
お
い
て
、
群
馬
ヘ
ア
ー
ビ

ジ
ネ
ス
事
業（
協
）を
対
象
に
業
種
別
講
習

会
を
開
催
し
た
。
当
日
は
、
湘
南
ヘ
ア
ー

ス
タ
イ
リ
ス
ト
学
院
講
師
で
ス
タ
イ
リ
ス

ト
の
武
田
豪
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
低
料
金

サ
ロ
ン
店
に
負
け
な
い
店
づ
く
り
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　

講
演
で
は
、「
低
料
金
サ
ロ
ン
と
差
別
化

を
図
る
た
め
に
は
、
お
客
へ
の
ア
ピ
ー
ル

が
必
要
」
と
し
た
上
で
、「
接
客
や
デ
ザ
イ

ン
の
研
究
も
必
要
だ
が
、
こ
れ
か
ら
の
主

役
は
四
十
か
ら
五
十
歳
代
の
中
高
年
齢
層

で
、
こ
の
世
代
に
い
か
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す

る
か
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
」と
力
説
し
た
。

業
種
別
講
習
会
を
開
催

中 央 会 だ よ り

� ������������������������������������

六
十
五
歳
継
続
雇
用
達
成
会
議
を
開
催
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プ
レ
ス
工
業
会
だ
よ
り

◆
通
常
社
員
総
会

　

当
日
は
、
梅
澤
会
長
を
議
長
に
議
案
審

議
が
行
わ
れ
、
平
成
十
五
年
度
事
業
報
告

並
び
に
収
支
決
算
書
が
承
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
議
案
終
了
後
に
は
、
来
賓
と
し

て
ご
臨
席
い
た
だ
い
た
群
馬
産
業
技
術
セ

ン
タ
ー
所
長
植
松
豊
氏
並
び
に
群
馬
労
働

局
労
働
基
準
部
安
全
衛
生
課
長
安
井
省
侍

郎
氏
よ
り
来
賓
挨
拶
が
行
わ
れ
た
。

◆
講
演
会
・
懇
親
会

　

社
員
総
会
終
了
後
、「
従
業
員
の
た
め
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
」
と
題
し
、
東
京
福
祉

大
学
教
授
の
手
島
茂
樹
氏
を
講
師
に
招
い

て
、
臨
床
心
理
士
の
立
場
か
ら
昨
今
の
心

の
問
題
に
つ
い
て
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　

手
島
氏
に
よ
れ
ば
、「
現
代
は
、
人
間
関

係
の
悩
み
や
仕
事
上
の
ス
ト
レ
ス
が
原
因

で
、
う
つ
病
な
ど
の
心
の
病
を
患
う
人
が

多
い
」
と
し
、
尾
崎
豊
や
井
上
陽
水
の
歌

の
歌
詞
を
例
に
取
り
上
げ
、
時
代
・
環
境

の
変
化
、
若
者
が
物
事
を
捉
え
る
際
の
視

点
等
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
た
。

　

ま
た
、
現
代
社
会
で
は
、
日
本
が
長
い

間
続
け
て
き
た
和
を
尊
重
す
る
躾
は
馴
染

ま
ず
、
相
手
の
個
性
を
尊
重
し
、
個
の
形

成
の
た
め
の
躾
が
必
要
で
あ
る
と
説
い

た
。
そ
し
て
、
職
場
に
お
い
て
は
、
こ
の

よ
う
な
特
徴
が
あ
る
若
者
を
部
下
に
持
つ

管
理
職
の
仕
事
の
難
し
さ
を
説
く
と
同
時

に
、
管
理
職
が
部
下
の
「
心
」
と
対
話
す

る
能
力
を
備
え
る
こ
と
の
重
要
性
を
指

摘
。
そ
の
際
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
①
相
手
を

褒
め
る
こ
と
、
②
相
手
の
存
在
を
気
づ
い

て
あ
げ
る
こ
と
、
③
相
手
の
話
を
き
い
て

あ
げ
る
こ
と
で
あ
る
と
説
明
し
た
。

　

続
い
て
、講
師
の
指
示
に
従
い
な
が
ら
、

実
際
に
参
加
者
同
士
が
会
場
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
相

手
を
褒
め
る
こ
と
の
効
果
や
相
手
の
話
を

聞
い
て
あ
げ
る
こ
と
の
重
要
性
、
心
理
の

変
化
を
学
び
、
従
業
員
の
心
理
状
況
も
模

擬
的
に
体
感
し
た
。

　

ま
た
、
行
動
を
左
右
す
る
無
意
識
の
特

徴
を
探
る
六
十
項
目
の
質
問
が
用
意
さ

れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
①
自
分
に
も
相
手

に
も
厳
し
い
＝
「
お
い
こ
ら
型
」、
②
思
い

や
り
の
強
い
＝
「
よ
し
よ
し
型
」、
③
合
理

的
、
能
率
的
な
＝
「
て
き
ぱ
き
型
」、
④
喜

怒
哀
楽
の
感
情
を
素
直
に
表
現
す
る
＝

「
い
き
い
き
型
」の
四
つ
の
型
に
分
類
で
き

る
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
理
解
し
た

上
で
、
職
場
内
の
人
員
配
置
や
人
材
を
有

効
に
活
用
し
た
企
業
戦
略
構
築
の
参
考
に

し
て
も
ら
い
た
い
と
説
い
た
。

　

さ
ら
に
、
講
習
会
終
了
後
に
は
、
会
場

を
移
し
て
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、
梅
澤
会

長
の
主
催
者
挨
拶
に
続
き
、
来
賓
と
し
て

ご
臨
席
い
た
だ
い
た
寺
澤
康
行
群
馬
県
理

事
よ
り
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
、
社
団
法
人
日
本
金
属
プ
レ
ス

工
業
協
会
専
務
理
事
の
浜
中
豊
氏
の
音
頭

に
よ
り
、
声
高
ら
か
に
乾
杯
が
行
わ
れ
、

来
賓
・
会
員
相
互
間
の
交
流
と
懇
親
が
深

め
ら
れ
た
。

　

第
五
十
二
回
通
常
社
員
総
会
を
開
催

　

県
内
各
地
の
金
属
プ
レ
ス
業
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
社
団
法
人
群
馬
県

金
属
プ
レ
ス
工
業
会
（
梅
澤
淳
一
会
長
、
会
員
百
七
十
六
社
）で
は
、
五
月
二

十
一
日
、
前
橋
市
マ
ー
キ
ュ
リ
ー
ホ
テ
ル
に
お
い
て
第
五
十
二
回
通
常
社
員
総

会
を
開
催
し
た
。

　

ま
た
、
社
員
総
会
終
了
後
、
東
京
福
祉
大
学
教
授
の
手
島
茂
樹
氏
を
講
師

に
招
い
て
講
習
会
が
開
催
さ
れ
た
。

� ��������

� ��������
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▼
梅
雨
の
最
中
に
大
型
台
風
が
や
っ
て

き
た
り
、
猛
暑
に
見
舞
わ
れ
た
り
、
混

沌
と
し
た
社
会
情
勢
は
気
象
に
ま
で
狂

い
を
生
じ
さ
せ
た
か
と
い
う
感
じ
で

す
。
そ
ん
な
中
、
参
院
選
が
公
示
と
な

り
、
舌
戦
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
年

金
改
革
と
自
衛
隊
の
多
国
籍
軍
参
加
問

題
が
争
点
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
中

小
企
業
対
策
を
は
じ
め
経
済
政
策
に
つ

い
て
も
、
し
っ
か
り
と
見
極
め
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。

▼
夏
季
賞
与
の
時
期
、
景
気
回
復
が
い

わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
本
会
調
査
で
み

る
限
り
、
中
小
企
業
の
多
く
は
依
然
と

し
て
非
常
に
シ
ビ
ア
な
状
況
に
あ
る
よ

う
で
す
。
中
小
企
業
が
景
気
回
復
を
実

感
で
き
る
の
は
ま
だ
ま
だ
先
と
い
う
こ

と
で
し
ょ
う
か
。

▼
今
月
号
に
は
全
国
大
会
と
ト
ッ
プ
セ

ミ
ナ
ー
の
ご
案
内
を
掲
載
し
ま
し
た
。

全
国
大
会
は
こ
こ
数
年
、
近
県
で
の
開

催
が
続
い
た
た
め
、
独
自
ツ
ア
ー
を
組

ん
で
の
参
加
は
三
年
振
り
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
国
際
情
勢
が
緊
迫
の
度
を

増
す
中
、
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
に
は
昨
年

に
引
き
続
き
日
高
義
樹
先
生
を
お
招
き

し
ま
す
。
奮
っ
て
の
ご
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。
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お知らせコーナー
■
役
職
員
研
修
会
の
開
催
に
つ
い
て

―
― 
群
馬
県
中
央
会

　

本
会
で
は
、
群
馬
県
中
小
企
業
団
体
事

務
局
長
会
と
の
共
催
に
よ
り
、
左
記
の
通

り
役
職
員
研
修
会
（
県
外
先
進
地
視
察
）

を
開
催
致
し
ま
す
。

・
日　

時　

七
月
二
十
一
日
（
水
）

午
前
六
時
五
十
分

ぐ
ん
ま
共
済
駐
車
場
集
合

・
視
察
先

①
東
京
都
中
央
卸
売
市
場「
築
地
市
場
」

②
防
衛
庁
本
庁
舎

・
参
加
費　

一
人　

九
千
円

　
　
　
　
　
（
昼
食
代
・
視
察
経
費
含
む
）

・
定　

員　

四
十
名

※
詳
細
は
、
本
会
情
報
課
ま
で
。

■
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
企
業
支
援
資
金
融
資
の

ご
案
内

―
― 
群
馬
県

　

群
馬
県
で
は
、リ
ー
デ
ィ
ン
グ
企
業
支
援

資
金
の
追
加
募
集
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
資
金
は
、
二
十
一
世
紀
の
県
内
経

済
の
発
展
を
担
う
、
先
進
性
に
富
ん
だ
経

営
戦
略
を
持
っ
た
活
力
あ
る
中
堅
企
業
及

び
中
小
企
業
者
が
行
う
大
規
模
な
設
備
投

資
を
支
援
す
る
た
め
、
県
が
金
融
機
関
と

協
調
し
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

・
資
金
使
途　

県
内
に
設
置
す
る
施
設
や

設
備
の
取
得
に
要
す
る
設

備
資
金

・
限

度

額　

五
千
万
円
以
上
五
億
円
以
内

・
融
資
期
間　

十
二
年
以
内（
据
置
二
年
以
内
）

・
融
資
利
率　

年
一
・
七
％（
信
用
保
証
付

は
年
一
・
三
％
）以
内

・
受
付
期
間　

随
時
受
付

融
資
枠（
二
十
七
億
円
）に

達
し
た
時
点
で
受
付
終
了

※
お
問
い
合
せ
は
、
県
商
政
課

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
二
七
―
二
二
六
―
三
三
三

五
）ま
で
。

■
夏
季
資
金
融
資
の
ご
案
内

―
― 
群
馬
県

　

群
馬
県
で
は
、
こ
れ
か
ら
季
節
的
な
資

金
需
要
期
を
迎
え
る
中
小
企
業
者
等
の
金

融
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、
六
十
億
円
の

融
資
枠
で
、
中
小
企
業
季
節
資
金
（
夏
季

資
金
）
の
融
資
を
実
施
し
ま
す
。

・
対

象

者　

継
続
し
て
一
年
以
上
の
事
業

実
績
を
有
す
る
中
小
企
業
者

・
資
金
使
途　

短
期
の
運
転
資
金
（
夏
季

の
季
節
商
品
の
仕
入
れ
、

ボ
ー
ナ
ス
資
金
、
外
注
費

支
払
い
等
）

・
限

度

額　

一
千
万
円
以
内

・
融
資
期
間　

五
ヵ
月
以
内

・
融
資
利
率　

年
一
・
九
％
（
信
用
保
証

付
は
年
一
・
五
％
）
以
内

・
受
付
期
間　

八
月
三
十
一
日
（
火
）
迄

※
詳
細
は
、
県
商
政
課
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
二
七

―
二
二
六
―
三
三
三
二
）
ま
で
。
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〈
表
紙
絵
・
李　

志
宏 
氏
〉

七
月
の
金
融
相
談
所
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

◆
商
工
中
金
前
橋
支
店

　

午
後
一
時
〜
午
後
三
時

◆
太
田
商
工
会
議
所

七
月
七
日
、
十
四
日
、
二
十
一
日
、

二
十
八
日

３日　隠れたニーズをこまめに発掘
～水泳帽でシェアトップの市
場開拓術～

　　☆中小企業基盤整備機構発足・
支部開設

10日　人材こそ資産～総合アウト
ソーシングを目指す運送業～

　　☆創業塾
17日　もう一度大量生産を追求～時

代の変化に経営革新で対応す
るプレス加工メーカー～

　　☆企業等ＯＢ人材派遣事業につ
いて

24日　オーソドックスを確実に戦略
化～広島風お好み焼き宅配
サービス～

　　☆中小企業会計と税制
31日　消費者志向で販路拡大～親子

二人三脚のつくだに屋～
　　☆小規模企業共済制度


